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することを明らかとなった。この RNPを担がんマウスの尾静脈から投与し、MRIを用いて T1 強調画像を
撮像したところ、正常組織では、時間とともにシグナルが減少していくものの、一部の癌組織周辺において
はシグナルが増強していく画像化が得られた。血管透過性の亢進した腫瘍組織近傍においては数十ナノメー











学 位 の 種 類 博　　士（工　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　5300　号
学位授与年月日 平成 22 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Design and characterization of core-shell-type radical-containing-
nanoparticles for in vivo imaging
（in vivoイメージングを目指したコア－シェル型ラジカル含有ナノ粒子の設計
と評価）
主　査 筑波大学教授 工学博士 長　崎　幸　夫
副　査 筑波大学教授 博士（工学） 神　原　貴　樹
副　査 筑波大学教授 工学博士 丹　羽　　　修
副　査 筑波大学准教授 理学博士 木　島　正　志
【149】
354

















おいて反応性 ROSイメージングを可能にする新しい in vivoイメージングプローブとして期待される。





2． 動物を用いて得られた結果と in vitroで得られた結果との違いを理論的に考察している点は、評価に値す
る。今後、RNPの生体内での挙動を明らかにするための評価方法や今後どのように展開するかを思考す
ることは非常に重要なことである。
3． 本論文に記載した内容には、まだ投稿されていないデータも含まれ、今後論文としての投稿を行う必要
がある。
　論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
